
も2

~，尽

0)一つであの中には

はじめに

向
口

如[一ごし、であって，る。

単に手IJ己的街、あると1--ることである。(るように

ノヘと

したものではなしふ(ピアジェ

LY 
にとって9 この子ども

をどのようにとらえ

なっており，同

ミニチュアではなく

7;> 
c. 

る。な寸f'iなら子ども

ると

14.]7 )。り.1581965 

自のそつレ
， -ー

をる。こ/ 
J 

るからだ。

を

こ ト
r‘ 
γコる

fょとられている。例えばパゾコンを用い

、ヴんである。 しかし

させることにはつながらない。論J!MI'JJつまりえることすを'ども

れ自るのではなくてむしについていうならば，

ニミイ R. ナゃブ 1)

けに限うても Uミえ

jj .1 c としている。(fピアジェ

2-3)。

いが可能になること

1980 訳

~/ なるし
L なのは，とって

はなをまし(即座に，，'"i 
J も(1)

、Jγ

ノJ
， ，、
¥ ること、であるること，過程よりも1" " 

p. 73 1)。1980 72 15 ノ、イ&R. ヂブ人 1)

1980) 。Ulr.とJ'4つセブ
し 可 '7 ~千戸主

こ"-~コ\

1 

f才

L ヴ

~ {，.) c 

ギハ。、 J

戸h

Lつ

きかけや，3 

l 

1シェム
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ール レ、九、
九，h';jつ了、 4この li1引の中から消滅したわけではな Jえなくなっても，J土物

る。してい之)としミう

てやまる。にシン、:r;')しの7歳まで。より 6，

になり，

レコ

1I 

とは{、内的

J}[!える

を扱う場合は

びヲ

O
 

LUW 

(ものの見かけ)によって子どもが必要で¥T f i' c、

J 
\._.~ '--

る。

作
品

3ゃ

にJ 雪iJ: ども…i2歳まで。こ
門

i 0， 

したりヲつこと治宝で、さる。つまりプ言

えることができるょうじなる。もJしたわ

だけ、で圧ししえなしにども11， 12歳以降から。こ

がぞきるようになり， となる。

どもの臼己

とは具体的なをオJったる有名な中，[/.1下j

ニ!:0) 0 jミなものを山、こと。また4却を

o 下に

る。子とともに 2伺いピーカ」ーを 1れより織く同じ大きさのビーカーを 2

るこ

に移[ハ

を恒三辻;
c &， 同させてから，のピーカーが戸!と大きさ

レを

ねる。また与の理由を同t〆霊と

(i辺1) 

よ-f>， 
A くなった7:}j，

し7こと判なt子."'.，.....，そ、、
" 'dド_)/、『細しエヴ〉ベビー')と?…)。 いわ--" 
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[f:?J 

却、r」

さて、あるこりを用いて同(子どもさ)の~--}レを 21ini作り託、主，_.. '---でi可じ

したゾーセーよボる。(図 2)そしとを

る。同じかを十、
υ )vによじJヘミで

し〆た、 v ととくなった'とか t長くなったのくなったの

える。

-脳昭総・ー

したとそ〉lこよって

重さi玄!

リロ

プ¥に印をつ』ナ

そこにまた印をつける。

る。まずビーカー

ども、，

ったピ…カーを

さぜったことをピーカーに入れ

十q-もにこれし 子もの百り出し守子}vをビーカーから

下にくるか同じかを予測さ ~ttと比べて一二にくるに入れたらifピーカ

る。(図)

ん，

'三コくなっ 7ごからくなったからの子どもは gボー

ゐ。Jぷ乙 ζ
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後多/、 匂wo

図3 体積の保存実験の一例

④ 数の保存

オハジキを一列に並べ (A列)，子どもに同じだけ並べるようにオハジ‘キを渡す。子どもが正確

にオハジキを並べると (B列，お手本のオハジキの下に一つずつ置いていく。これを一対一対応と

いう。並べられなければ実験はここで打ち切り。)， B列のオハジキを間隔を詰めて並べ換える (C

列，図 4)。そしてC列のオハジキはA列のオハジキと比べて多いか少ないか，同じかを尋ねる。

前操作期の子どもは‘短くなったから少ない。'とか‘間隔が詰まって入るから多い。'などと判

断する。

⑤ 三山問題

AOOOOO 
B ⑧③③⑮⑮  

@⑧③@⑮ 

図4 数の保存実験の一例

図5のように板上に紙粘土で山の模型を作る。山は 3つでそれぞれ赤，黄，茶色に塗つであり，

頂上にはミニチュアの山小屋と十字架が置いてあって区別しやすいようになっている。子どもをA

の位置に座らせて，小さな人形がA，B， C， Dの位置に座ったときの山の見えを推測させる(あ

らかじめそれぞれの位置から見た山の見えや間違った見えの絵を10枚準備しておき，子どもに選ば

せる。 Aの位置からの見えに正答しなければ実験は打ち切る。)

前操作期の前期の子どもは人形の位置とは関係なく自分のいるAからの見えの絵しか選ばない。

6， 7歳になると自分とは異なる見え(視点)を選ぶが，山の高さや位置などの要因を関連づけて

考えることができないので正答しない。
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日〈
ill号て:-7中町関する考察問

4生

関 5

(J更さの)

に長さのJIi互に
p 

し〆，う)を子どもに6ミリ犬、

させる。

そ置いられでも3 つまり 2，

いてもやり直しがきかない。

いも

てしまうと

汚ミ[二n出して置中
け

じアノょっ

る。ところ

(または A) はローラ

るようになゐ。ものjを選ぶというよう}や

ン をもって

うこと l立て込きない。例えlL 「ジャクリー

し

ったものの中から

し、こ

を

yレユ/アンヌ(c )はローラン(お)(8 ) 

といっ

12歳-~ ) れカfでさるようになるの

き忍ねこくゾウという

いうきし、か

されてしまう。ねずみ

らとゾウは

作長nの jこども

てしまう。

fノ

α， = I土ITl

19凡合カfできる。(rLr 

を日

た。)

このような

j♂ 
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p， -.81 ) 

を移動させること

をとらえること る。(例は三

わされる

ども される。(iJUは液量当重さ e

ごれを克服するためドはいくつ

ロ[活性(え _1

なったので苓量は同じである」という

も同じ?あるJという間一!主である。

ること)， I':r..:の:コツ

l取り去りも，

/-コ

(ーにもは iて刊〉状j兄を 2つ

しし、。

よく r'}どもの日

ょ

もの内面や生きる

中 f'
.'7. "'" 

日

~~)。

ない

ように，

~\イも」、

ることができなしミ

ら同時 ること

してしまうとその

るけとか(子ども

ではない。ももろ

じ! とl三う

高くなったがI[屈は狭く

け加えもしていないので殺し枝+えて

る。

され γ もやりなおすごと

|などと言われ

ども

として

法として したも

く結びっていることを示している。遊びの

f，fj 

そこで¥

の;か

ると考えられる。

iこ偏りがない

~-ー，

&，'，匂 c

ること

るのである。その遊てjとを

j〆

L.-. 

、円、，
… 、，-

ドルっ γ
\'~- (_ノ、

している

るために右目
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2 ~ 

自己 はその ら現実の子どもの言動においてみられるものである。

したようにいろいろな自己中心的思考の、エピソ C~. f.."ヵτ3=，じてい

していたとしたら，

ることができるものである。〔こ

に子どもの自己

とは， 照らし合わ仕た

に当面

ある。)

ぞ}

を

と考えた。

を

性別。場

り

次に設問 3

ト形式)。自己

である。

、て討にしかったからである。そ

ると考えた。

仁戸 した， どもの自己中

についての理解をある ることが1;1

2 6 『乳児保育JLIを

。」

るのには 2つの理由

自己

し
」 になっ

:三
ο 

していたとしたらそれを

について を とな



70 絞児島女子短期大空紀委 第32号(1997) 

結:壊と
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1
 

1
 

[
 

うごj の角iI~答を以下のように分類した。

ー，、

ないもの。

きなかったもの。こ

(文章が途中む終わっていたり 9

刀IJぇ

と ピソードやそのエピソード内容から J子どもの自己仁1:1心

もの52件。この ?というカテゴリ M は子ども Hヲ了
4

れ る。そこで弓 に近いと忠われるエピソード(子

を選択したの

しげと言ったの

されていないもの。例えばう

つにり， 句こっち

しaにと言コたのか量につい

きいから雪' とか sたくさんあるから'とい

うそこども

J 

ているものの)から ロ
ド)ま

を していたと思われる

まれる。

こじ)コ 1) も る。

ピゾードの丈派に応じて次の 7つに分類された。

ど。 場合(どんく、、り j もある ο

りつけ方にようで なっ丈ため，子ども つ

はピラブ~ {! i) __ ~ 切プ1)ンなどの 7 

るもの 6 

なコニピ w"_~ ドをあ しナンバーである口 はすべ

まま，たでし である らしたも ブ
屯)1) 
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サ守1ととも※に/けーナのおやつである。小さのこでおやつNo21 

甑
ぬ
け
い
噌

中ぃ
r
-コうとすみとと言っ γパ寸ナをって「同じだよ jrドプこ。

り1]に切ってあるバナナノにさいからこっちがいいjと;言った。こ

子どもは判断したのだと忠う。よザコて，

2 ※:。

Ji) コップを貸コップを人の男るNo.92 

日いた子ととも.;0句

t、ーた。寸ると

LていたJもはマグカップをないと言っていた。

る例(可No.61 

ノ、ってし1は同じコップに同じ

('::. を先生用のコッ，怠った

いからズルイ jと騒ぎ出してしまったο

、yついで一ったの?とりも

つ[かえたら 3
，¥. l同じだよ」

言ってし、た c

子どもが

L 

/勺，-]:，え?之つナ c工
.~げノコップにうつしかえ

ので 9 後 2ヶ月ほどで 4歳になる子ども。

r iアpのコていとプリンはきちんとプ1)ンカ十でたときにA4 No22 

σ) 君のプ '!JプリンをみたBくなっていた。入

の量は同じだけ

リンど日

うことで量が遣うとおもきいといってくる。

とU三つ。二れが白I L、
し~- ~ 0 

いら，量はみ/しなとな!日!にiJなくなってしまし¥ノ!、1 
A で，おNo.28 

り」こがっているので「それがいい!と，男の子が自分のおかずとかえなのにヲ小さな

え方なんだなと思な思うとこれも自己中ってきたことょうと

2 

た。子どもは各自，自

った u .A子は23子の作ったものを

山あったから多くつ〈れたんだ。 Iと

ると判断したと思える。

-千や墨は同じ)をはilI

トわ5:3

あったためか iB子以

多かったた必にのった。 A

パンな



鹿児島女子短期大学紀要 第32号 (1997)

;古~)81 ちぎりはりをする前に，子ども

り別々においたc 子ども速に大きくちぎっ

n紙を 1 きくちぎりもう l ちいさくちぎ

りやすいと手文えたかヮたからだ。だけど子ど

" 1:) 
r川
出 られた l枚の折り紙を，小さく小さくちぎっマちぎりはりをしようとしてい

。ある男の子iこ，大きくちぎったのと，小さくちぎったのと.どっちがはりやすし>? Jとた

す入ねたら，こ二とど、もは「大きいのJと答ええF たO でもその男の子子ムlは立すくぐや1(にlここ「ノ/小r

沼の折り主紙氏よりたくさん※になる/んU だも/んレ O だから僕小さくちぎってはるんだよ。 jと言ザコた。

※ 2次元( よ，

もしく にちぎっ

1早川男

， ， 

\， ~r 1/でいたο

について ζL 伊 (cふム

オしる。

の例。小さくちぎった方がたくさん(広い

ことの言及てえあればこのエピソ也勾 iJ

と思った。

はない。

，その日のおやつはスイカじめっ スイカの大きさ

いものの方をほしがっていた。「大きいのがいい」※と言って

川 I断ーが左右されているので白 ;"'[IJλ 
L...，[ふ、ノ o

きない。 ， :2 になっていなし とも考えら

と

でつくったソウとウサごドを

びをしている時に，同じ量さ( 6さ9

1-1フサギよりもゾヴの方が大っさいしヲ重いよ。※!と

っていた。

以註jい
〆ぺ机 -1- ，'"一 ， ウザギとゾウの孟さの遠いに関する言及なら はない。

?わ70 のとき

り，そのとき

:3 ' 4 ' 5 

グ〉 いl'子 1)王 3

が;"f;'--J1'へあつまりふれあいタイムという

る株子をf見て「少ないね oJ 1:::一言っ

いました υ その子のヂiJ2て3才児の列は同じなの

と言ったのだと思いました。

イ本カ'i/J、さく前につめていたのてで少ない

ぬJ とき輸になってする時，自分と向 っているヲこども き(見たままの

ごさ)をしてヲ どもは自分と同じうごさをする。
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もかわっていなかッたがせんてきた。

ょこに工事用のトラックが土をのせておかれどあ IJ， 

ていた。私もいつもそれをみていたら木うごいたようにみ

らみるといた※と子ども

らずっとせしミカ〉らさくと，

にうつ

No14 

、
}川
〕fこ

ろうと思っえるだろうかっこのことも子どもの白

としミうアニミズム、Tこ、日「(jトブックにあ※ 

自にl

がらし
忠弘り言7訟のしているのかそれ子どもがブロックで遊んでいるト10.18

は日 L-1Aを工nこしだがこ♂ノJ どのとか「ガッシャーあそんでいた。[ガタンコゲタ

， ' > ， 
り ìJ:~ ν 、刀ミそ.)そしてこの例が子どもの自己中というのだろう

にみられた。が 4才

qJ 

同
町
一
れ

z
z
n
 

さオした。日りに 8つkのノTター干ぴ)

ゃんがいるヲ型J:

。牛

んしこ

。〉け

l析した型:7 

に近い例

きさの呉なる 2勺のノをはこんで足立んて、九、る3才児クラスの子ども同士で，

をュ翠んでいた。当

;コ:36

t 占ソ
~..) '-守 一口 、

さいノ

なる重さもツをそ

きで，ノj、さいパケツの子とともとす回でもi芝d える子jごもと

しまし国※をているうツの子どもを

子ども:がはじっ判につい大ノトのノてケツで澄ん

きりとしていないため正答とは[なかった。

えられると※
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んか7~J

をめぐるけん- 11 "時ノ、 Iままごと、。もち事らう(土

~o ，ぃ込Jμ によるトラブルのニニピソー41び〕

3UZ 2 " i
 

J
L
 

ハり
4

1

4

 
ハJU?
 i')取たいらしぐそれをもさんのジョロで足立んでいると， 自

うでにかみつく。こ 訂
円r! 

?
 

)
 

i
 

令理

かみつくの

よ。Jとしミつでもなおらない。ま

i)りけ人/かになる。ついにそ

[illも先生がちゃんのう?を

していないことがわかる。

2人〉勺
μ の白トbl0C

っていた~)う一人にいこうと人は買しある B，でしミる 2いつも

rL 
/
 

っていた ν お宝い意‘て，

ょうだった c

自分がし/ごい遊び会常

1，、

というように思っていたのではっといました。もしたいの

ん守いる男の子がそ同じくていたら，え仏きくめずヘJo27

" 

λ ， ζ γていたら消さ

自分からの

しまい。

白

しまい喝 (1すんかになった。

自分のj荏びをこわされ

校通っ

どもは，てし、

かっているタとで遊んて、いるの E 時

やてしミた""、

それは近くにいる Bくんにあたっオふ )レんでしミるとラにおしミて，男児 4No.10::j 

Bくんはボー)レではi設んでいなかったのだo Cさんたちが遊んでいたボーん

たのだ

まっカミら Eくんとあまっ

しまう。しかし

ひとつのものへつっぱしってしまっ日

1 ノ
L~ '¥，ョ

)記りた'"でしま

ていた〈一-(:!.. 仁コも句忠、
一炉企

;，:. 0 '( 問 4

る。自分の物と他児の牧!とを

と判断したようであるが会判断の埋!出.

℃いるものが良く思えたエピゾーこの

くさんある)ヲ(大きい，

されていない。としてlまっきり拠が子

きいのか比べ

ってい?こ。
、
μ 

く-

どっち

しようよ"-j 

をチラチうみて自分のと，

えたらしく，ったため大きく

どものパに出たパンなど，

どもと

し、t::。

No，1 
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IJ3.I 

りかカ、コり上がりいろいをしようみんなでシャボンだめと注、，トJo斗5:3

ていてのだまがうシヤボ有
」ト」4 刀Aらはじめた。

bら人カミとかえっていた。「二れはシャボン玉が?きないからOちゃんのとかえるJと

と忠てコくシャボン玉ができるもコているてし入

だった。ているよ

ちゃんがいる'

しーへであろとも
ぃ、 3・
ふり出

いてのもの。なり，エピソード。

1ペ

ノ
(はNo.43 

遊んマいるときに，「お兄らや人〆がいつも選んでく

「自分にはお兄ちゃんはいないJと言うと

4 

γj、一、
ノ;ま自分がとi拐さかえしていた。この男の

Z~ 
1 

をして，!なん?いないの

こはみんなお兄ちゃんがし、ると思っていたようだった。

lこしいてしγて，をいうよう

とても駕い

れる

そグノをあとて押しだした。

自うナグ〉

で遊人Jでいるとき，私の

ちゃん治宝いるんでしょ!と

自民1遊4 

コ

?め105

らャってきた。これはときに，

のだと思う。ちーゃんがいるというみんなににもu んがい

るとしゐう自己J二のは

れるエピソードを述べている。ただしこの型のエピゾー

る。つまり子どもは単L

断することぢ」
r、
ぷ

別々の一つ

ゐ
-，_ 
'よとか‘大きいから喝し=から'だけ断

寸ーさせていた訳ではない。しか2どでにしていて，を判の攻、:ノ三:の

ム日-， 
o <:よとをえ-， ィコ /こ，あわせのどもは 2つの与え止を考

ふと忠わjハしる。まれてスもケ

で?おだんごを 2

さなおだんごをたくさ

ミミ
、ー乙、ぴ〉とき可

く

NO.75 

おだん、こがいっ1 っ7こら、して。1つのおだんご
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たのではないようだ。しかし学生はちいきなおだんごをあわせた粘土の総量についての判断だと受

け取った。‘多い，たくさん，いっぱい'という表現は数量につい共通に用いられるので，何が

(質量，個数，面積等).という判断の次元の言及が欠けると誤解につながり易い。

NO.95 = 3歳児=

おせんぺいを配る時，われているおせんぺい 1っとわれていないおせんぺい 1つがあって，子

どもは量は同じでも，小さいもの 2つよりも大きいもの 1つの方が多い※といった。

※“量は同じ"と言ったのが子どもなのかが不明。どちらかが多く(たくさん)食べられる，とい

う意味であれば面積・体積の保存(が未成立)の例といえる。数についての言及であれば単なる言

葉の誤用である。

No.119 たて割り保育で. 3歳の女の子がつみ木遊ぴをしており，そこに 4歳の男の子もきて一緒に

遊びはじめた。ドミノたおしを始めたが，かんかくの広い方が同じつみ木の数でも長い※，といっ

た。

※数の保存実験では，個数と長さ(濃度)の次元の混同が問題になる。間隔が詰まっているからと

か長いから，数が多い，少ないと判断する。このエピソードは単につみ木を並べた列が長い，とい

うごく当たり前のコメントである。学生の感違いか。

⑤三山問題型

物の並べ方・順序といった三山問題や視点の移動が不可能であったエピソードなのだが，自己中

心的思考(推理・判断をすること)というより子どもの好みや思い込みが行動の動機のようである。

NO.98 3歳児の男の子が友達と汽車ごっこをしていた。その子どもは自分のいる側の方が先頭で，運

転席と言っていて，後ろを後部といって他の友達の言うことをきかずに運転席へすわり遊んでい

た。

⑦容器の見かけだけで判断した型

このエピソードは容器(器，袋など)が大きいほう，面積が広い方を選択した事例である。言い

かえると，容器の大きさが異なるので，容量も異なる，だから内容物の量も違うだろう，と子ども

は考えた。なかにはぎっしり詰まっているように見える袋を選んだ例もあるが，子どもが実際に同

量であることを確認する手立てがなかったり別の容器に移し替えるなどの操作をしていないので正

答とはしなかった。

NO.56 幼稚園で，絵の具遊びの時，水入れは同じ大きさだ、ったのだけれど，区切つである数が多いの
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三山問題タイフ。のNo.121の鏡写しの例やNo.14のアニミズム思考の例である。一方ピアジェの実験場面そ

のものの事例はほとんど見られず，保育の現場ならではの状況が述べられている。食べ物に関する事例

(内容物が多いか少ないかは非常な関心事である)が多い。これは液量や重さの保存の(保存が成立し

ていない)現実の例である。また子どもが保存操作をしている例もあった。次のエピソードは可逆の操

f乍の例である。

NO.74 ままごとで同じ数のどんぐりを大きいピンと小さいピンに入れていた(5歳児，女児)。

大きいピンに入れたらすき間がたくさんあり 小さいピンに入れたらすき聞があまりないのを

見て，小さいどンに多く入れたのではないかと思い，同じことを何度か繰り返しているが，どん

ぐりの数は同じである。でも小さいピンに入ったどんぐりの数が多いと判断していた。見た目に

判断だと思った。(下線原文のまま)

正答のなかには，作為的とは思われないが実際のエピソードではなく，講義ノートや配布資料のもの

を書いた解答が入っている可能性はある。

次に52件の誤答についてであるが はじめは得点による理解度や正答と同じような分類を考えていた。

しかしまず自についたエピソードがトナリの芝生型とけんか型で，これに含まれる数が多かった (52件

中11件と 17件)。

トナリの芝生型は状況としては子供の自己中心的思考の事例と思われる。自分のものと他人のものを

比較する行為がみられる事例もある。しかし子どもがどんな判断基準をもっていたのか，なぜ他児のも

のが良いと判断したのかという情報が欠けていた。またけんか型のエピソードは学生が，自己中心的=

(我がまま)=ケンカと解釈したと推測される。我がまま・ケンカはすべて自己中心性ではない， とい

うことはないが，これらのエピソードはけんかの理由や経緯に記述の焦点が当てられていた。ほとんど

の誤答について言えることであるが，もし学生が当の子どもともっと関わっていたとしら，なぜそう思っ

たのか，なぜ、それを選んだのか，どうして?とたずねていたら，もっと子どもの考えに接近できたであ

ろう。

そこでなぜ正答に至らなかったか，何が不足していたので正答であると考えられなかったか，という

観点で解答を読むことにした。その結果，子どもの推理や判断について，さらにその基準についての記

述があるものは，不完全な正答と考えられるものがあった。正答に近い例(1件)，‘私のお母さんには

赤ちゃんがいる'型(4件)の 2つである。また，誤解型(5件)と容器の見かけだけで判断した型

( 7件)は 2つ以上の次元を協応させることができない，という現象がテーマ(主題)になっている。

しかし学生が保存実験の手続きや結果の解釈について誤解していたためか，勘違いしていたためか，事

象・事物を判断する次元が不適切なものを選んでしまったといえる。

以上の誤答例から考えられることは，子どもの自己中心性概念を正確に王理解するに至らない解答でも，

現場で子どもへの接近方法を工夫すれば，より良いエピソードが得られたものと思われる。また正答の

文脈のエピソードや，不完全な記述の例についての解釈を学生に紹介する必要がある。これらは筆者の

教授内容を改善する方法となる。
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